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2025年3月30日
ねん がつ にち

四旬節第4主日
し じゅんせつだい しゅじつ

菊地 功 枢機卿 メッセージ
きく ち いさお すう き きょう

ルカ福音は、よく知られている「放蕩息子」のたとえ話を記しています。この物語に
ふくいん し ほうとうむす こ ばなし しる ものがたり

は、兄弟とその父親という三名が、主な登場人物として描かれています。
きょうだい ちちおや さんめい おも とうじょうじんぶつ えが

当時の社会状 況とその背景にある宗 教的な掟に基づいて、罪人とされている人々に
とう じ しゃかいじょうきょう はいけい しゅうきょうてき おきて もと つみびと ひとびと

寄り添おうとされたイエスに対して、その掟を厳しく追及する人々は不平を漏らしま
よ そ たい おきて きび ついきゅう ひとびと ふ へい も

す。

「この人は罪人たちを迎えて、食事まで一緒にしている」
ひと つみびと むか しょく じ いっしょ

この不平の言葉は、今を生きるわたしたちの間でも聞かれる言葉であります。こう語る人
ふ へい こと ば いま い あいだ き こと ば かた ひと

の視点は、実は「罪人」にあるのではなく、自分自身に向けられています。すなわち、
し てん じつ つみびと じ ぶん じ しん む

「本来大切にされ受け入れられるべきなのは、正しいわたしであるはずだ」という心持
ほんらいたいせつ う い ただ こころ も

ちであります。正義は自分にあるはずなのですから、それを否定し、正義を持たない人
せい ぎ じ ぶん ひ てい せい ぎ も ひと

たちを優遇するイエスを、理解することができません。
ゆうぐう り かい

東京ドームのミサの説教で、教皇フランシスコは、「傷をいやし、和解とゆるしの道
とうきょう せっきょう きょうこう きず わ かい みち

をつねに差し出す準備のある、野戦病院となること（東京ドームミサ説教）」を教
さ だ じゅん び や せんびょういん とうきょう せっきょう きょう

会共同体に求められました。神のいつくしみの深さに包まれ、その行動の原理に倣うこ
かいきょうどうたい もと かみ ふか つつ こうどう げん り なら

とをわたしたちに説いておられます。
と

弟 を迎え入れた父親は、「いなくなっていたのに見つかったからだ」という言葉の前に、
おとうと むか い ちちおや み こと ば まえ

「死んでいたのに生き返り」と付け加えています。父親の価値基準は正しさにあるので
し い かえ つ くわ ちちおや か ち き じゅん ただ

はなく、家族という共同体に繋がって生かされているのかどうかにあります。ですから
か ぞく きょうどうたい つな い

弟 を迎え入れた父親に対して不平を言う兄に、「お前はいつも私と一緒にいる。私の
おとうと むか い ちちおや たい ふ へい い あに まえ わたし いっしょ わたし

ものは全部お前のものだ」と告げるのです。
ぜん ぶ まえ つ
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共 同体の絆から離れていることは、いのちを生きていたとしても「死んでいる」こと
きょうどうたい きずな はな い し

であって、その絆に立ち返ったからこそ 弟 は「死んでいたのに生き返り」と父親が語
きずな た かえ おとうと し い かえ ちちおや かた

っているのです。共同体の絆、すなわち連帯の絆に結ばれて、人はいのちを十全に生
きょうどうたい きずな れんたい きずな むす ひと じゅうぜん い

きることができるのです。父親の優しさとは、罪に対して目をつむることではなく、共
ちちおや やさ つみ たい め きょう

同体の連帯の絆に立ち返らせようとする愛の心であって、神の正義はそこにあります。
どうたい れんたい きずな た かえ あい こころ かみ せい ぎ

今年の四旬節教皇メッセージ、「希望をもってともに歩んでいきましょう」いおいて回心
こ とし し じゅんせつきょうこう き ぼう あゆ かいしん

について三つの側面から語る教皇は、二つ目の側面である「ともに歩む」ことについて
みっ そくめん かた きょうこう ふた め そくめん あゆ

こう記しています。
しる

「ともに歩む、シノドス的であること、これが教会の使命です。キリスト者は決して孤高
あゆ てき きょうかい し めい しゃ けっ こ こう

の旅人ではなく、ともに旅するよう呼ばれています。聖霊は、自分自身から出て神と兄
たびびと たび よ せいれい じ ぶん じ しん で かみ きょう

弟姉妹に向かうよう、決して自分自身を閉じないよう、突き動かしておられます」
だい し まい む けっ じ ぶん じ しん と つ うご

その上で教皇は、ともに歩むことで共同体の絆を回復させることの大切さを説きこう
うえ きょうこう あゆ きょうどうたい きずな かいふく たいせつ と

記します。
しる

「ともに歩むということは、神の子としてともに有する尊厳を基盤とした一致の作り手
あゆ かみ こ ゆう そんげん き ばん いっ ち つく て

となるということを意味します。それは、人を踏みつけたり押しのけたりせず、ねたん
い み ひと ふ お

だりうわべの振る舞いをしたりせず、だれも置き去りにしたり疎外感を覚えさせたりせ
ふ ま お ざ そ がいかん おぼ

ずに、肩を並べて歩むということです」
かた なら あゆ

自らの正義を振りかざし、他者を糾弾し排除しようとする誘惑は、現代社会に満ちあ
みずか せい ぎ ふ た しゃ きゅうだん はいじょ ゆうわく げんだいしゃかい み

ふれています。わたしたちは、放蕩息子を迎え入れた父親のように、共同体の絆にい
ほうとうむす こ むか い ちちおや きょうどうたい きずな

のちを回復させ、ともに歩もうとする姿勢が、求められています。
かいふく あゆ し せい もと


